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本校のＩＣＴ活用の様子をお伝えします。 
今年度から情報教育だよりを発行し、各学部・課程のＩＣＴの活用の様子や情報教育がどのように行われて

いるのかお伝えしていきます。児童生徒が真剣に活動する様子や楽しく学習をする様子を学部ごとの記事を通

してお届けします。 

小学部Ａ課程 

わくわくタイムの「文化コース」で

は、iPadを使った調べ学習の時間に、

iPad の使い方や見る姿勢についての

学習を行いました。姿勢を意識しなが

ら、自分の好きな画像や動画を検索し

て楽しんでいました。 

音楽の時間では、プロジェクターに映し出される楽譜の動画見て、同時

に流れる音楽を聴きながら、「たなばたさま」の演奏をトーンチャイムで行

いました。楽譜を目で追いながら上手に合奏できました。 

高等部Ａ課程 

生活単元学習「体を動かそう」のオリエンテー

ションでは、スライドのページめくりを、児童が

スイッチを押して自ら操作をしました。「hook

＋」という機器を介しiPadをスイッチで操作で

きるようにしました。スイッチは、かすかな動き

で動く棒スイッチを使用しました。児童は、画面

が変わることを期待しながら、指を動かしてス

イッチを押して学習の進行係を行いました。自

分からスイッチを押して授業を進め、友達へ働

き掛けることができました。「自分でできた。」と

いう実感を持つことができました。 

中学部Ｂ課程 

音楽の時間に、スクリーンに映し出される楽

譜を見ながら、あいみょんの「マリーゴールド」

に合わせたデスクベルの演奏を行いました。み

んなで素敵なハーモニーを奏でました♪ 

職業の時間に、３年生の事業所実習報告会を

行いました。活動の様子がスクリーンに映ると

まじまじと見つめ、頑張ってきたことの発表を

聞いていました。 


